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本図面集は下記の記念行事に合わせて制作されました .

丹下健三先生　生誕百周年記念シンポジウム
　　丹下健三先生─教師・人物・時代─
主催 木葉会（建築学専攻同窓会）
共催 東京大学大学院工学系研究科建築学専攻・都市工学専攻
日時 2013 年 7 月 20 日（土）　15:00-17:30
場所 東京大学工学部 2 号館　213 号教室（先着 340 名）
講演 神谷宏治（建築学科 27 年卒　元神谷・庄司計画設計事務所）
 槇　文彦（建築学科 27 年卒　槇総合計画事務所代表）
 川口　衞（建築学専攻 32 年修了　川口衞構造設計事務所）
 渡辺定夫（建築学科 31 年卒　元都市工学専攻教授）
 隈　研吾（建築学科 52 年卒　建築学専攻教授）
進行 藤井恵介（建築学科 51 年卒　建築学専攻教授）

入場 無料

丹下健三先生　卒業設計図面展
日時 2013 年 7 月 17 日（水）～ 19（金）、22（月）、 23（火）　
 9:30-17:30（12:30-13:30 は閉室）
 7 月 20 日（土）は特別開館（13:00-14:30）
場所 東京大学工学部 1 号館３階　工 1 号館図書室 B（建築学専攻）
入場 無料

記念行事企画・実施担当　　隈研吾　藤井恵介　加藤耕一　木内俊彦　角田真弓



  4　卒業設計　「!"#$%#&'()#*$　藝術の館」
　　  1938（昭和 13) 年 3 月

16　「この後に来るもの」への考察　――序――　
　　  木葉会発行『建築』再刊第一号、1936（昭和 11）年 7 月

19　文化を想ふ
　　古き合理主義の立場は市民文化である、新しきそれの立場は人間文化である。
　　  木葉会発行『建築』再刊第二号、1937（昭和 12）年 2 月
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卒業設計と論文に見る「学生  丹下健三」

　20 世紀後半を代表する世界的建築家、何人もの傑出した建築家を

世に送り出した偉大な教育者、丹下健三という名前は、そのような

伝説的巨人として既に私たちの記憶に刻まれている。しかし、その

ような丹下もかつてはもちろん学生であった。丹下が東京帝国大学

建築学科に入った 1935（昭和 10）年は、関東大震災後に建て直さ

れた工学部一号館が竣工した年でもある。時代は二つの世界大戦の

挟間で、当時の雰囲気を現在からリアルに想像することは難しい。

しかし、今と同じ校舎で、同じ建築を学んでいた大先輩が、当時何

を考え、何を目指していたのかに思いを馳せることは意義のあるこ

とではないだろうか。

　本図面集は、東京大学建築学専攻に所蔵されている丹下健三の卒

業設計全図面（1938 年 3 月、全 19 枚）と論文２本を収める。論文は、

木葉会（東京大学建築学専攻同窓会）が発行した会誌『建築』に掲

載されたもので、丹下が 2 年生の時に書いたものである（当時休刊

していた会誌を丹下が同級生の塚原昇と再刊している）。卒業設計に

はコンセプトなどが記載されていないため、その約 1 年前に書かれ

たこれらの論文は、当時の丹下の考えを知る貴重な資料と言える（当

時の大学は 3 年制である）。なお、卒業設計の前に書かれた卒業論文

は、同級生の寺田徳重と共同で「木材の熱伝導率に就いて」という

タイトルで提出されている。先行研究をまとめた上で何種類かの木

材の熱伝導率を実験によって確かめるという体裁であるが、卒業設

計との直接的な関連は見られない。

　図書室資料によると、丹下の卒業設計は辰野賞銅杯を受けている。

同年には同賞銀杯が 2 名、丹下と同じ銅杯が他に 2 名いる。

　以下、卒業設計と論文の案内として簡単な解説を付す。なお、卒

業設計・論文ともに、時代背景やそれを踏まえた詳しい解説が以下

の文献でなされているので参照されたい。

　＊ 1　丹下健三・藤森照信『丹下健三』新建築社、2002 年。

　卒業設計は「CHATEAU D'ART　藝術の館」と題され、芸術家（建

築・工芸・絵画彫刻）がアトリエに滞在して制作のできる工房のほか、

教室、図書室、大ホール、そして美術館（別館）などからなる複合

施設である。敷地は日比谷公園であるが、長手方向に車道が通され

て分割されている。

　表現は一目見てわかるようにル・コルビュジエの影響が非常に大

きい。前掲書 でも述べられている「ソヴィエト・パレス」（1934 年）

の分棟配置や会議場の形態、「スイス学生会館」（1933 年 ) の湾曲し

た石貼壁や窓割付の他、「国際連盟競技設計案」（1927 年、1929 年）
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の敷地内道路をまたぐピロティや園路デザイン、さらには図面表現

まで、むしろコルビュジエへのオマージュと言った方がよいほどで

ある。しかし、ここで重要なことは「学生 丹下」がコルビュジエの

何を真似たかではなく、そこから何を学ぼうとしていたかであろう。

その手掛かりが、後に掲げる 2 つの論文にあるかもしれない。

　大学２年生の夏に発表された「〈この後に来るもの〉への考察――

序――」は 2 つの章からなる。第一章で世界の現代建築の状況を批

評した後、第二章では日本の住宅政策を批判して、「この後に来るも

の」への考察の意志を示している。ここで特に注目されるのは、当

時の現代建築「機能主義」に対する鋭い分析である。丹下は機能主

義を単純な一枚岩と見ず、３つの方法（バウ・ハウス、機械的生産

品の装飾化、道徳的機能主義）を指摘してそれらをすべて批判した

上で、コルビュジエを「之等の相対立するものの中にこそ、その存

在理由を見出した寵児」と評価するとともに、「その必然の内面的破

綻を統一の中に見出したと自負する論理的幼児」と批判もしている。

　同じく２年生の冬に発表された「文化を想ふ」も 2 つの章からなる。

第一章では日本文化の復興運動について考察しているが、前論文と

同様、同じ「復興」の立場の中に 3 つの傾向（茶室趣味の現代の「物

のあはれ」族、「つまみ食ひ的凝古趣味」、「日本建築新様式を創造し

なければならない」と説く人達）を指摘した上で、「批判的精神の喪

失と、無条件的な現実との妥協」と厳しく批判する。続く第二章は、

『「連続生産の家屋に適する精神状態を創造しなければならない」と

叫ぶ一見機械主義的なコルビュジエの言葉の中に、ホモ・サピーエ

ンス（考へる人）から、再び「技術」の本来的具現者、ホモ・ファー

ベルに帰つた人間の自覚を見る』というコルビュジエ評価から始ま

り、「技術は、機械文化は私
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を不幸にした。私
4

は私
4

の幸福のためにそ

れを呪ふ、――と言ふ」のではなく、「生を疎外しつゝある現実の技

術の中に、建設的な、創造的な「技術」を以て立つこと、これが新

しい――敢て再び、新しい、と云はねばならぬ――合理主義の取る

べき姿態なのだ」と自らの決意を宣言している。

　これら二つの論文は、世界の建築状況あるいは文化復興などの異

なる題材を扱っているが、比較分析によって現状の矛盾を指摘した

上で、それぞれの矛盾を「自覚」によって乗り越えるモデルとして

コルビュジエを見出すという共通性を持っている。このような冷静

な分析を通じたコルビュジエ評価とそれに導かれた決意が、卒業設

計に一つの形として現れていると言えるだろうか。このような丹下

の探究的姿勢は、卒業後に書かれる「MICHELANGELO 頌――Le 

Corbusier 論への序説として――」（『現代建築』７、現代建築社、

1939 年 12 月）に引き継がれるとともに、やがて実現する彼自身の

傑作群へと繋がっていくに違いない。 （木内俊彦　建築学専攻助教）
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